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パシフィックスピリット施工ガイド 

 

使用環境に馴染ませる 

 

 フローリングと壁面パネル材は、施工の 10～14 日前に施工現場に搬入し、室

内で保管されなければなりません。 

 より速く確実に使用環境に馴染ませるため、板材はまとめて重ねるよりも小分

けにして重ねてください。また重ねた板材の間に挿入板を入れると通気を良く

するのに役立ちます。 

 室内の理想的な湿度は 45％です。 

 木造の下張り床は乾燥していて、細かい破片などが全くない状態にしてくださ

い。含水率 14％以下が理想的です。 

 

 

フローリング 

 

 下張り床には必ず湿気遮断フィルムを敷いてください。通常はビニールシート

やルーフィングペーパーが使われます。これは床下からフローリングに入り込

む湿気を抑えます。 

 湿度が高くなったときの膨張に備えて、周囲に 19mm の膨張スペースを取って

置いてください。これは壁板や適当なモールディングで覆い隠すことができま

す。 

 フローリングは 50mm フローリング釘かステープルを使って、隠し釘で施工し

てください。さね側に隠し釘を打つことで、釘穴は見えなくなります。釘打ち

は 200mm 間隔で行っていただき、また各板材の端から 25mm 位置に打ってくだ

さい。 

 フローリングを施工した床は磨耗や水による傷みを防ぐため、目塗りと仕上げ

塗りをしなければなりません。これには様々な仕上げ剤や着色剤が使えます。

詳しくは販売代理店にお問い合わせください。 
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壁面パネル材 

 

 パネル材は最後になって目立つ傷跡が残らないように、施工前にやすりがけと

仕上げ塗りを済ませておくこともできます。 

 パネル材は直接枠組の部材に釘付けされなければなりません。垂直に施工する

場合は、施工下地用板材を 800mm 間隔で取り付ける必要があります。 

 パネル材の場合も隠し釘による施工法が推薦されます。この方法で釘穴やさら

穴は見えなくなります。 

 フィニシング釘は枠組の部材に少なくとも 19mm は通るくらい長いものを選ん

でください。 

 パネル材がまだ仕上げ塗りされていない場合は、この段階でやすりがけ、目塗

り、仕上げ塗りをしてください。適切な仕上げ剤については販売代理店にご相

談ください。 
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